
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

担任の先生も、お手本役となって大活躍。 

見通しの悪い曲り角では、手前で一度止まって 

見えるところまでゆっくりと進んでから、もう
一度、安全を確認します。 

 指導・機材・写真・文：OSCN 事務局 片山   

３年生 学年一斉 ４５分間 ランチルーム 
めあて：自転車の安全利用とルールを知る 

 

自転車と動画を用いた交通安全授業を実施。自分の命は自分で守る、リスクマネージメント学習の一環

として行いました。 

まずは、クイズ。「自転車は、車、歩行者、どっちの仲間？」「止まれの標識で、自転車も止まる？」 

とても大切な基本的なルールの確認の後は、担任の先生がヘルメットの正しいかぶり方を実演。 

ヘルメットをかぶる時には３つのポイントがありました。 

そして、自転車を使って、代表児童と先生が運転動作の確認。「真っすぐ走って、停止線でしっかりと止

まる」当たり前のように思えることでも、安全のために気をつけたいポイントがいくつもあります。「止

まっている時は、左足をつく」「走り出す前に右・左・右・後ろの周辺状況の確認」「こぎだしの右足は、

地面と平行くらいの位置から踏み出す」「止まる時は、両手のブレーキを使って、停止線の手前で止まる」 

代表の４人の皆さんは、緊張しながらも、落ち着いて手本を見せてくれました。 

交通安全 DVD で学んだ事も、安全運転にいかしていこう！ 

 

 

 

協力・協賛：３年生担任の先生  

愛知県県民生活部地域安全課交通安全グループ 

交通教育 NPO OSCNじてんしゃスクール 
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ヘルメットの３つのポイント 

①まゆげのあたりまで深くかぶる 

②耳をはさんでベルトが三角 

③あごの下に指２本入るくらいのよゆう 


